
②生活用品支援 
⑤「みんなの家」 

への参加 

☆日常生活に必要ではある
が、おろそかに成りがちな物を

支援します。 

・粉ミルク （一人２か月分） 

・紙おむつ （一人２か月分） 
・生理用品 （一人２か月分） 

・シャンプー、ボディソープ 

（世帯の２か月分） 
・歯ブラシ、歯磨き 

（世帯の２か月分） 

・キッチン洗剤、洗濯洗剤、 

柔軟剤（世帯の２か月分） 
 

上記の中で希望するものを２

か月ごとに渡します。 

入学祝い金の支給 
 

新たに小中学校に入学する児童生徒がい
る家庭に対し、入学祝い金として5,000円

の現金をお渡しします。 

（銀行振り込み） 

学用品等の購入資金支援 
 

小学生以上、高校生以下の児童生徒に、年

1 回、学用品およびスニーカーの購入資金と

して 5,000 円のクオカード 

をお渡しします。 

対象者 
０歳から１８歳未満の子供を扶養する母子、父子家庭および単身の祖父、 

祖母家庭で住民税非課税世帯、またはそれに相当する収入であること。 
（上記世帯は戸籍に関係なく、実態が該当する母子父子家庭等であれば可） 

利用の方法 
 登録制となっています。支援を希望する者は、社会福祉協議会 

との面談により生活実態を説明していただく必要があります。 
申請時に非課税とシングルペアレント世帯である証明書の提示が必要です。 

「ひとり親医療費助成受給者証」と「世帯全員の健康保険証」を持参して下さ

い。    -問い合わせ連絡先は裏面に記載- 

①食糧支援 

☆緊急支援 

「フードバンクふじのくに」へ食

糧提供の要請を行うとともに、
裾野市社協が 3 日分の食糧を

独自に提供します。 

 

☆通常支援 
不定期です。食糧寄附により

配分できる状態になった時、登

録者に案内し、支援の希望を

募ります。 

③相談支援 

（なんでも相談） 

相談支援員が生活や法律に関
する相談を受けます、それによ

り顧問弁護士による相談や、県

の「ひとり親サポートセンタ

ー」、その他の関係機関とつな
げます。 

例えば市や県行政と連携し、住

居、就業、医療、子育て等の行

政サービスによる支援が受け
られないか検討します。 

④子どもの居場所 

学習支援 

⑥中古品リクエスト 

& 

逆リクエスト事業 裾野社協が行う子ども食堂
「みんなの家」は月２回夕食の

提供をしています。福祉保健会

館内の老人福祉センターで食

事を提供するものですが、コロ
ナの終息が見えないため、現

在はみんなの家参加者とその

兄弟分の夕食弁当を配食して

います。 
 

※対象は、保護、準要保護世帯

に限ります。 

学生服リユース事業 

卒業や成長で着られなくなりました市内中学校の制服、小学校入学式用の 
フォーマルな服を必要とされる方にリユースします。どなたでも利用できます。 
←詳細は裾野市社会福協議会 HP で確認下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小中学校生の夏休み、冬休み
の思い出作りとして、集団遊び

や学習支援を３日程度企画し

ます。希望する家庭の小学生は

参加できます。右記「みんなの
家」利用者の中にも参加する

児童がいます。 
 

※対象は、保護、準要保護世帯

に限ります。 

より快適な生活のため、中古

品でも欲しい品物（電化製品、

家具その他なんでも）をリクエ
スト登録しておけば、社協の関

係先に提供を呼びかけます。ま

た、逆に不要となっているが捨

てるのにはもったいない物を欲
しい家庭に渡す事業 

も企画していきます。 

  

              ↑           ↑ 

中古品を 譲り受けたい方  提供できる方 



シングルペアレント応援事業  

2022.6 START 

シングルペアレントを 

応援します！！ 

（ひとり親世帯） 

食
糧
支
援 

本事業の目的 
 2019 年国民生活基礎調査によると、ひとり親の現役世帯（世帯主が 18 歳以上 65 歳未

満）の世帯員の相対的貧困率は 48.1％と言われ、実に、ひとり親の半数近くが、相対的貧困

に苦しんでいることになります。また、コロナ禍によって職を失い、あるいは仕事自体が減り、収
入減に苦しむ親が増えています。 

 就労母子家庭のうち、「正規の職員・従業員」は 44.2％、「パート・アルバイト等」は 43.8％

と言われ、非正規雇用のシングルマザーが多い現状があり、平成 27 年のシングルマザー自身

の平均年収は 243 万円とシングルファーザーと比較すると低い水準です。しかも、厚生労働省
の調査によるとシングルマザーのうち養育費を受け取ったことがないと答えた人は全体の56％

と半数以上にもなります、 

 そこで、裾野市社会福祉協議会では相対的貧困であっても頑張っている、母子家庭を中心に

シングルペアレント応援事業を実施します。 

（福）裾野市社会福祉協議会は 

本事業は、市民の皆様から協力いただきました 

「赤い羽根共同募金」 
により事業を実施しています！ 

また、以下の皆様から協賛いただき 

実施することができています！ 

・裾野ライオンズクラブ 様 ・トヨタ自動車東日本（株） 様 

・（株）EJ サービス 様    ・マルハン裾野北店 様 

・裾野市ボランティア連絡会 様  

（福）裾野市社会福祉協議会 
〒410-1117 

裾野市石脇 524 番地の 1 裾野市福祉保健会館 2 階 

TEL : 055-992-5750 FAX : 055-993-5909 

E-mai1:info@syakyo-susono.or.jp 
http://ｗｗｗ.syakyo-susono.or.jp/ 

https://www.facebook.com/susonosyakyo 

連絡先→→→ 

御気軽に 

相談下さいね！ 

-お願い- 
本事業に協賛いただける企業、団体様を募集しております。シングルペア
レントに対する支援を検討される方は、お手数ですが下記に記載する社会

福祉協議会までご連絡をお願いいたします。 

 


